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「バドミントンの指導理論」阿部一佳　著より



「バドミントンの歴史に学ぶ」阿部一佳･渡辺雅弘　著より
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ババババババババドドドドドドドドミミミミミミミミンンンンンンンントトトトトトトトンンンンンンンン 22222222000000000000000066666666        
平成１８年３月 

策定にあたり策定にあたり策定にあたり策定にあたり    

今日、スポーツを取り巻く状況は日々厳しさを増してきている。 

少子化によるスポーツ人口の減少や受験競争の激化に伴う専門的に競技に取り組む選手

の減少、スポーツの職業性の希薄化などの要因によりジュニアのスポーツを取巻く環境は

一段と難しさを増している。 

また、長期化する経済情勢の悪化もまた、それに追い討ちを掛けている。 

そのような中、アテネオリンピックの柔道やトリノオリンピックのフィギュアスケート

における日本選手の活躍を見て、日本中が歓喜の声を上げたと同時に、選手強化の裾野を

預かるものとして勇気付けられた思いである。 

さて、福岡県のバドミントン競技を見た場合、過去においてジュニアの競技レベルは全

国的に見てトップクラスであり、小、中、高校生を問わず、全国大会の上位入賞者を数多

く輩出し、アテネオリンピックの選手にも本県出身の選手が含まれている。 

福岡県のジュニアの過去の栄光を振り返ると、それは、県内に存在する“情熱を持った

指導者”の力であり、決して福岡県の強化システムが築き上げてきたものではないと言わ

ざるを得ない。 

今後の福岡県の競技力の向上や更に世界に通用する選手を創出するためには、県内に数

多く活動されている選手・指導者の力を結集すると同時に、競技者育成のための新たなシ

ステム作りが急がれるところである。 

 

 

I.I.I.I.    一貫指導体制構築のための組織改変一貫指導体制構築のための組織改変一貫指導体制構築のための組織改変一貫指導体制構築のための組織改変    

現行の福岡県バドミントン協会の組織を、今後構築するシステムにフレキシブルに対応

するために改変する。 

特に、現在皆無に等しい指導者養成の取組みを構築することが急務であり、そのための

組織の改変が急がれる。 

そのために、以下の点に重点をおいて組織の改変をおこなう。 

 

��強化委員会の活動の充実 

福岡県バドミントン協会の委員会としては、現在の強化委員会と指導委員会を再編

し、選手強化と指導者養成を効率的に実施する組織に改変する。 

 

��加盟団体の連携の強化 

県協会の傘下にある加盟団体の連携を強化し、一貫指導システムの構築を推進する。

小学生、中学生、高校生、大学生、社会人（実業団）の加盟団体を有機的に結合し、

より効率的な強化体制を確立する。 



 

II.II.II.II.    競技者育成プログラム競技者育成プログラム競技者育成プログラム競技者育成プログラム    

��一貫指導システムの構築 

一貫指導システムの定義は「指導理念が一貫しており、その時々に競技者に最適な

指導していく仕組み」である。 

この点から見ると、本県の個々の指導者は経験や指導能力を十分有しているが、指

導方法や理念が不統一であるために、効果的に機能していないと言える。 

これを解決するためにも、指導者の養成と併せて一貫指導システムを構築すること

が重要である。 

問題としてもう一つ挙げられるものに、学校進学時の問題がある。 

小学校から中学校に進学時には目立った問題ではないが、中学校から高校、更に大

学・社会人に進む際の練習（強化）の中断が頂点を目指す選手の障害となっている。

この強化の谷間を埋めるためにも、一貫指導システムを構築することが必要である。 

また、中学生の選手の練習環境の整備（社会体育と学校体育の確執の是正と融合を

図ること）も、解決しなければならない問題である。 

 

 

 

III.III.III.III.    指導者養成プログラム指導者養成プログラム指導者養成プログラム指導者養成プログラム    

競技者の育成と併せて、もうひとつの柱が指導者の養成である。 

競技者の育成は、従来から選手強化そして実施されてきたが、指導者の育成については、

指導者本人の自主性に委ねられ、組織的に取り組まれてなかったのが実情である。 

一環指導を実施する上で重要となる指導理念の共有化と併せて科学的指導方法やスポー

ツ医・科学の習得等を図るために以下の事業を実施する。 

��コーチングセミナーの開催 

県内に散在している指導者の指導力の向上を図ると共に、一貫指導システムを構築

する上で重要となる指導理念の共有化を図る。 

また、最新の指導技術を習得すると共に、指導者の意見交換の場所としてコーチン

グセミナーを開催する。 

研修の一貫として、スポーツ医科学の習得（応急処置や栄養学）やアンチ・ドーピ

ング活動の研修をおこなう。 

特に、スポーツ医科学については、県立スポーツ科学情報センターの研修や施設を

積極的に活用する。 

 

��戦力分析の必要性 

国内の大会で好成績を納めるためには、戦力分析が必要不可欠である。 

全国大会における成績の蓄積・分析をおこなうシステムを構築する。 

 

 

 



IV.IV.IV.IV.    「「「「発掘発掘発掘発掘」」」」・・・・「「「「育成育成育成育成」」」」・・・・「挑戦」「挑戦」「挑戦」「挑戦」    

��発掘の取組み 

福岡県バドミントン協会では平成１６年度より県の補助を受けて、「夢プラン事業」を実

施した。 

（仮称）モデル地区強化事業と称し、北九州地区の小中学生の希望者を募り、下半期約

５ヶ月間高校の体育館を使用して週一回の練習会を継続的に実施したものである。 

この事業の特徴は、次の３つのことが挙げられる。 

① 高校の施設を利用し、かつ、高校生をスパーリングパートナーに起用する 

② 頻度が他の強化事業に比べてきわめて高い 

③ 社会体育の選手と学校体育の選手（中学生に限る）が同一の練習会に参加する 

勿論、上位の選手の強化としても有効であるが、同時に、経験の少ない指導者が多い学

校体育の選手に専門的な指導をおこない、学校の練習に取り入れることにより学校での練

習の質の向上が図れる。 

学校体育の質の向上を図ることが、長期的に見ると学校体育としてのバドミントンの普

及に繋がる。 

16、17 年度は北九州地区で実施したが、今後、各地区に核となる拠点をつくり、県内全

域に拡大し、普及と発掘の中心的な事業とする。 

 

��育成の取組み 

��選抜選手強化 

現在実施しているジュニア選抜合宿（小中学生強化指定選手４０～５０名で年 2 回

実施）の充実を図る。 

スパーリングパートナーに県内の高校生や大学生を起用することにより、レベルア

ップを図ると共に、一体感を養い有力選手の県外流出を抑止する。 

 

��上位大会対策強化 

九州大会や全国大会に向けて強化練習会を実施することにより、選手のモチベーシ

ョンや福岡県の代表選手としての自覚を促す。 

 

��挑戦の取組み 

��Ｓ級強化選手の強化 

選抜選手の中から各学年の最も有能な選手を選抜し、大会や海外遠征への派遣をお

こない、経験を積みより一層の強化を図る。 

最終目標として、国内大会の優勝、オリンピックでの上位入賞を目指す。 

 

 

 

 

 

 



 

 

V.V.V.V.    財源確保の必要性財源確保の必要性財源確保の必要性財源確保の必要性    

様々な強化事業を展開する上で、財源の確保が最も重要な問題である。  

特に県の財政事情が逼迫する現状では、補助額の減少は必死であり、協会独自で財源を

生み出す施策を展開する必要がある。 

従来の登録会員の拡大とは別に、講習会の開催や指導者の派遣等による財源確保を検討

する必要がある。 

 

 

        オリンピック選手・世界チャンピオンの創出 

 

��強化合宿 

��海外遠征   

 

 

 

��強化合宿 

��遠征合宿 

��Jr.高.社 合同練習 

 

 

 

��強化練習会 

��選抜選手練習会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選抜強化事業 
（県選手強化事業） 

Ｓ級選手強化事業 
（一貫指導ｼｽﾃﾑの運用）

  

 

有能な選手を選抜



 



 



 



 



 









【事務局】〒811-0044　福岡市中央区六本松2丁目15-17  Tel/Fax 092-737-4100
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